
第4号様式

N90084－15　　　　　請合撃月需 �� 

占　用　許　可　証 

晴着住所樽守田 氏名椅甲 職業塞手嶋 昭和57年も月6日づけ �成lZ荷主春霞1－㌦㌧ふさ 勲　殿 　　　】 

占用物件の種類 数量及び占用面積 �やぐちil基（1言丸太組立舌）　　） 

占　用　の　目　的 �　　　　‾1 、小庸裏窓リ 

占　用　の　場　所 �毅珠廓高園　∴∴∴…「 

占　用　の　期　間 �蓋需㌍3㍍言謁震霊／ 
占　用　物件　の　外観 �両の場合心眼 

！占用物件の構造 �一　ヤ′7トラ 

占用物件の管理の方法 �申請局Iこみ、、て節旦 
工事の実施方法 ＿蛙堕又は請負の別、工法の大要） 工事の着手完成の時期 �庄営i（ふ丁略照り鄭百番貴会）＿ 

昭和封年を月Iミ日着手昭和57年塙〟自蔵 

鶴融鯛用・ �全和書聡，。。。弄　謝ノー。クか，仙々華ヾ 
許　可　のTi条 �‾””－‾－、ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／1－重Ii、I°・ 

利　息クつと三＞、－l 
この許可事項を変更しようとするときは、所定の手続きにより 

占用変更許可を受けてください。

使　　用

年　度i昭和

金　　　額

（1）との領収証害は分任出納員及び

取扱職員の押印によってその効
力を生じます。

（2）ただし、小切手使用の場合は交
換決済後でなければこの領収証
筈の効力が生じません○

上記のとおり寝取しました。

電話　　　年　　　月∴∴∴∴ローー

早生宝島分富里純真氏名

JrI　　　　　劇、　　　　教つ　　　　　＿▼－　　　　　ノ＿

申請者交付用



公園使用詳可の条件

使用者は都市公園法・同施行令並びに大師公園条例、同鮪規則に定める導項

に従うことのほか、次の事項を守らなければならない。

1・使用前に必らずこの許可証を天王寺　公園璃所に提示のうえ係員の

指示に従うこと。

2・避するときは使用期間終了前入念に取りかたづけ、公園鶉所の係員の検

査を受けること。

3・公園内の土地・公園施設および有料施設の朗は、善良な答輔の注意をも

って行うこと。

4・公園内の土地・建物、施設および物品を減失、損壊又は殺傷したとさは市長

の定める損害額を賠償すること。

5・使用に曝し使用者が第三者に損害を加えたときは・自己の責任において解決

すること。

6・都市公園法その他関係法令並びに許可事項に違反したとき、および本市が公

益上必要と認めるときは・使用爛中でわてら許可を取消すことがある。
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